長崎市ラブホテル等建築指導要綱チェックリスト
（第２条第１項第２号関係）
	内容
	判定
	備　考

	主として異性を同伴する客に利用させることを目的とするものでない。
	
	


	項目
	内　容
	判定
	備　考

	ア
	外構えに設けられた出入口は、ビニールカーテンその他これらに類する遮蔽物がなく、見通しがよいこと。
	
	

	イ
	玄関は、客その他の関係者が常に出入することができ、かつ、見通しを妨げる遮蔽物等がないこと。
	
	

	ウ
	次の要件を具備する構造の帳場又はフロントを有すること。

（1） 利用する者が必ず出入する場所に設けること。

（2） 客室に通じる共通の廊下と接続していること。

（3） 利用者と直接的な対面をすることのできる開放式のカウンターを有すること。
	
	

	エ
	自由に利用することのでき、かつ、別表に掲げる収容人員に応じて、掲げる広さのロビー及び食堂若しくはレストラン又は喫茶室並びにこれに付随する厨房若しくは配膳室を設けていること。
	
	

	オ
	ロビーに近接して、男女別共用便所が設けられていること。
	
	

	カ
	ダブルベッドを備える客室の数が、原則として全客室の３分の１を超えない構造であること。
	
	

	キ
	１人部屋の床面積が概ね２０平方メートル以下であり、かつ、その数が原則として全客室の２分の１以上を占める構造であること。
	
	

	ク
	自動車の車庫には、側壁を設けないこと。
	
	

	ケ
	客室が分棟式構造でないこと。
	
	

	コ
	施設の外壁、屋根、公告物等の外観は、立地場所における周囲の善良な風俗を害することがないように意匠等が著しく奇異でなく、かつ周囲の環境に調和する構造設備であること。
	
	

	サ
	施設の外部には、人の性的好奇心をそそるおそれのある休憩料金その他の表示を示す広告物を備え付けないこと。
	
	


